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本研究では、翻訳プロセスをアクターの行為とアイテムの
操作として記述し、規範とコンピテンスに対応した翻訳プロ
セス・モデルを構築することを目的として、翻訳実務プロセ
スの明確化、メタ言語の設計と評価、翻訳プロセスの実装、統
合的翻訳環境及び翻訳学習環境の構築と提供・評価などを計
画している。 
翻訳プロセスをモデル化して翻訳文の質の向上及び翻訳教

育環境を構築・整備しようとする研究で学術的意義が高く、
実証実験を通して研究成果を積極的に公開することによる社
会への波及効果が期待できる。研究組織は当該分野で優れた
実績をもつ研究者から構成されており、十分な研究遂行能力
を有している。 

 


